
日
本
の
著
名
な
水
経
注
研
究
者
、
京
都
大
学
名
誉
教
授
故
森
鹿
三
氏
の
監
修
翻

訳
に
な
る
日
本
版
『
水
経
注
（
抄
）
』
は
、
鄭
道
元
注
唯
一
の
外
国
語
翻
訳
書
で
あ

る
。
本
魯
は
、
東
京
、
平
凡
社
の
『
中
国
古
典
文
学
大
系
』
第
二
十
一
巻
に
収
め

ら
れ
、
一
九
七
四
年
に
出
版
さ
れ
た
。
水
経
注
研
究
の
同
僚
と
し
て
、
私
が
、
一

九
七
五
年
版
『
東
洋
学
文
献
類
目
』
に
本
書
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
を
見
た
時
、

そ
の
喜
び
の
情
は
筆
墨
に
表
し
難
い
も
の
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
惑
謝
に
耐
え
な

い
こ
と
は
、
先
頃
、
森
鹿
三
教
授
の
高
弟
で
あ
り
、
本
書
翻
訳
者
の
一
人
で
も
あ

る
関
西
大
学
膝
善
真
澄
教
授
よ
り
、
一
九
七
七
年
版
の
本
書
が
寄
贈
さ
れ
た
こ
と

で
あ
る
。
拝
読
す
る
に
感
慨
実
に
深
く
、
我
国
千
古
の
名
著
が
、
森
鹿
三
教
授
等

学
者
の
入
念
な
翻
訳
に
よ
っ
て
、
つ
い
に
日
本
学
術
界
に
美
事
な
花
を
咲
か
せ
、

中
日
両
国
の
学
術
交
流
に
残
し
た
そ
の
功
績
の
偉
大
さ
は
、
ま
こ
と
に
賞
賛
に
値

す
る
も
の
が
あ
る
。

森
鹿
三
氏
が
本
害
の
巻
末
に
記
さ
れ
た
「
水
経
注
解
説
」
に
よ
る
と
、
本
書
の

翻
訳
作
業
は
非
常
に
慎
重
で
精
密
な
も
の
で
あ
る
。
「
河
水
注
」
の
五
巻
は
、
森

鹿
三
氏
と
本
書
の
そ
の
他
の
翻
訳
者
が
、
原
文
に
対
す
る
共
同
研
究
と
討
論
を
重

ね
、
そ
う
し
た
上
で
大
阪
大
学
の
日
原
利
国
教
授
が
書
き
下
し
文
に
改
め
、
最
後

八
書
評
＞

（訳）

金

秀

雄

陳

橋

騨

森
鹿
三
監
修
『
水
経
注
（
抄
）
」
訳
を
論
評
す

に
藤
善
真
澄
、
勝
村
哲
也
両
氏
が
こ
れ
を
現
代
語
に
翻
訳
し
た
。
本
書
の
他
の
部

分
は
、
京
都
大
学
名
誉
教
授
、
日
比
野
丈
夫
氏
に
よ
っ
て
翻
訳
さ
れ
て
い
る
。
従

っ
て
本
書
は
、
森
鹿
三
氏
の
指
導
の
下
に
、
日
本
の
水
経
注
研
究
者
を
一
炉
に
熔

か
せ
て
で
き
あ
が
っ
た
共
同
訳
書
で
あ
り
、
注
目
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
。
総
じ

て
言
え
ば
、
『
水
経
注
（
抄
）
』
は
、
非
常
に
成
功
し
た
翻
訳
書
で
あ
る
。

そ
の
一
、
日
本
の
学
者
が
、
こ
の
歴
史
的
名
著
を
翻
訳
す
る
に
あ
た
り
、
底
本

の
選
択
に
つ
い
て
、
彼
ら
の
鑑
別
能
力
を
充
分
に
発
揮
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

現
存
し
て
い
る
鄭
注
版
本
は
（
稿
本
及
び
写
本
を
含
む
）
最
も
古
い
宋
刊
の
残
本

か
ら
、
近
世
の
『
水
経
注
疏
』
に
至
る
ま
で
、
数
十
種
を
下
ら
な
い
。
こ
れ
ら
版

本
間
に
は
、
常
に
文
字
の
異
同
が
見
ら
れ
、
内
容
に
も
大
変
な
差
異
が
あ
る
。
従

っ
て
底
本
の
選
択
は
、
翻
訳
作
業
の
重
要
な
鍵
と
な
っ
て
い
る
。
本
書
巻
頭
の
凡

例
中
の
説
明
に
よ
る
と
、
本
書
は
、
清
の
王
先
謙
の
『
合
校
水
経
注
』
を
底
本
と

し
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
選
択
は
、
疑
い
も
な
く
日
本
の
学
者
の
深
思
熟

慮
の
結
果
で
あ
る
。
私
は
嘗
て
「
論
水
経
注
的
版
本
〔
水
経
注
の
版
本
を
論
ず
〕
」

と
い
う
拙
文
の
中
で
、
合
校
本
を
「
清
代
最
後
の
鄭
注
善
本
で
あ
る
」
と
述
べ
て

①
 

お
い
た
。
と
い
う
の
は
合
校
本
は
、
読
み
方
が
完
全
に
殿
本
の
そ
れ
に
従
っ
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。
殿
本
に
対
し
て
、
私
は
嘗
て
「
殿
本
以
後
の
多
く
の
版
本
は
、

そ
の
注
疏
考
証
に
あ
た
り
、
当
然
、
殿
本
よ
り
も
詳
細
を
尽
く
し
て
は
い
る
が
、

校
勘
の
成
果
と
い
う
面
で
は
、
大
体
の
と
こ
ろ
、
や
は
り
殿
本
の
水
準
を
出
て
な

R
 

い
」
と
論
じ
た
。
従
っ
て
、
私
は
「
一
七
七
四
年
の
殿
本
こ
そ
、
こ
の
一
時
期
を

R
 

代
表
す
る
最
高
水
準
の
版
本
で
あ
る
」
と
認
め
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
日
本

の
学
者
が
読
み
方
に
お
い
て
す
べ
て
殿
本
に
従
っ
て
い
る
合
校
本
を
選
ぴ
、
そ
れ

を
翻
訳
の
底
本
と
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
彼
等
の
翻
訳
書
の
た

め
に
確
実
な
る
基
礎
を
打
ち
立
て
た
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

そ
の
二
、
『
水
経
注
（
抄
）
』
は
、
こ
の
信
頼
す
べ
苔
合
校
本
の
善
本
を
底
本
と
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し
た
以
外
、
さ
ら
に
そ
の
他
多
く
の
著
名
な
水
経
注
研
究
者
の
注
疏
の
精
華
を
も

吸
収
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
本
書
、
凡
例
中
に
列
記
さ
れ
て
い
る
、
そ
の
他
に

参
照
し
た
版
本
に
は
、
楊
守
敬
、
熊
会
貞
の
『
水
経
注
疏
』
、
及
び
朱
謀
埠
、
全

④
 

祖
望
、
趙
一
清
、
王
先
謙
、
毒
仲
勉
な
ど
諸
家
の
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の

外
、
森
鹿
三
氏
は
巻
末
「
水
経
注
解
説
」
の
中
で
、
ま
た
最
終
的
に
、
台
湾
省
中

華
書
局
、
一
九
七
一
年
、
出
版
の
『
水
経
注
疏
』
を
参
照
し
た
こ
と
を
述
べ
て
い

る
。
同
書
は
、
一
九
五
五
年
、
科
学
出
版
社
、
影
印
本
『
水
経
注
疏
』
中
の
標
注

と
同
様
に
、
「
宜
都
楊
守
敬
纂
疏
」
、
及
び
「
門
人
枝
江
熊
会
貞
参
疏
」
と
あ
る

ほ
か
、
さ
ら
に
、
楊
、
熊
氏
の
〔
標
注
〕
の
後
に
「
郷
后
学
枝
江
李
子
奎
補
疏
」

の
字
句
が
あ
る
。
森
鹿
三
氏
は
、
こ
と
さ
ら
書
中
に
は
李
子
奎
の
按
語
が
た
く
さ

ん
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
こ
れ
ら
の
按
語
の
中
か
ら
、
古
来
流
伝
さ
れ
て
き
た
戴

氏
襲
趙
の
説
が
事
実
で
は
な
い
と
い
う
可
能
性
の
あ
る
こ
と
を
証
明
で
き
る
と
し

て
い
る
。

こ
こ
で
つ
い
で
に
述
べ
る
と
、
私
は
数
十
年
来
水
経
注
研
究
の
過
程
に
お
い
て
、

拙
著
「
論
水
経
注
的
版
本
」
に
列
記
し
た
よ
う
に
、
極
力
国
内
の
公
私
所
蔵
の
各

⑥
 

種
鄭
注
刊
本
、
写
本
、
稿
本
を
閲
読
す
べ
く
努
め
て
き
た
。
私
が
閲
読
し
得
た
鄭

⑥
 

注
版
本
は
、
既
に
『
東
方
文
化
研
究
所
漢
籍
分
類
目
録
』
に
著
録
さ
れ
て
い
る
十

三
種
の
版
本
中
に
含
ま
れ
て
い
る
。
残
念
な
が
ら
、
今
も
っ
て
台
湾
省
版
の
『
水

経
注
疏
』
を
閲
読
し
て
い
な
い
。
こ
う
い
う
訳
で
、
『
水
経
注
（
抄
）
』
中
、
李
子

奎
の
按
語
を
引
用
し
た
部
分
に
つ
い
て
は
、
批
評
を
加
え
る
術
が
な
い
。
と
は
い

う
も
の
の
、
私
は
本
書
に
収
め
ら
れ
て
い
る
各
種
鄭
注
版
本
の
校
勘
成
果
を
発
見

す
る
に
や
ぶ
さ
か
で
な
い
。
本
書
は
合
校
本
を
底
本
と
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
日

本
の
学
者
は
、
明
ら
か
に
合
校
本
、
つ
ま
り
殿
本
の
読
み
方
に
は
拘
泥
せ
ず
、
慎

重
な
推
敲
を
へ
て
、
そ
の
他
の
版
本
中
確
か
に
殿
本
よ
り
優
れ
た
成
果
と
み
な
す

も
の
は
採
用
し
て
い
る
。
第
一
巻
の
河
水
注
だ
け
で
も
、
「
条
三
弥
」
（
殿
本
と
合

校
本
は
「
条
王
弥
」
に
作
る
）
、
「
伽
那
調
洲
」
（
両
本
と
も
「
伽
那
調
御
」
に

作
る
）
、
「
闘
続
夷
城
」
（
両
本
と
も
「
闘
賓
続
夷
城
」
に
作
る
）
、
「
加
耶
城
」

（
両
本
と
も
「
加
那
城
」
に
作
る
）
、
「
多
摩
梨
帝
国
」
（
両
本
と
も
「
多
摩
梨

軒
国
」
に
作
る
）
「
担
袂
」
（
両
本
と
も
「
担
扶
」
に
作
る
）
等
の
よ
う
に
、
入

念
な
校
勘
を
へ
た
改
易
を
伺
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
余
の
各
巻
で
も
み
な
こ
の

⑦
 

よ
う
で
あ
る
。
第
四
巻
、
河
水
注
の
「
鯉
魚
澗
」
以
外
こ
れ
ら
す
べ
て
の
字
句
の

改
易
は
、
い
ず
れ
も
信
用
で
き
典
拠
の
あ
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
三
、
『
水
経
注
（
抄
）
』
の
翻
訳
者
達
の
大
変
な
労
力
が
、
文
章
の
翻
訳

と
上
述
し
た
各
家
の
校
勘
成
果
を
吸
収
す
る
以
外
、
こ
と
の
ほ
か
彼
ら
が
こ
の
訳

書
の
た
め
作
っ
た
大
量
の
注
釈
に
表
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
本
書
に
引
用
さ
れ
、

私
が
今
も
っ
て
見
て
い
な
い
台
湾
省
版
『
水
経
注
疏
』
を
除
き
、
本
書
は
、
あ
ら

ゆ
る
鄭
注
版
本
の
中
で
最
大
の
注
釈
量
を
有
す
る
版
本
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
も
な

い
。
わ
ず
か
「
河
水
注
」
の
五
巻
の
中
で
も
、
翻
訳
者
達
は
合
計
千
百
十
四
条
の

注
釈
を
施
し
て
お
り
、
そ
の
字
数
は
正
文
の
字
数
を
超
え
て
い
る
。
注
釈
量
が
膨

大
で
あ
る
た
め
本
書
は
、
書
写
の
体
裁
を
従
来
、
鄭
注
版
本
の
伝
統
で
あ
る
、
注

釈
文
を
正
文
の
下
に
二
行
で
書
き
入
れ
る
と
い
う
〔
割
り
注
〕
形
式
を
打
ち
破
ら

ざ
る
を
得
ず
、
番
号
順
に
各
巻
末
に
排
列
す
る
と
い
う
形
式
を
採
用
し
て
い
る
。

注
釈
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
各
種
版
本
の
精
華
を
吸
収
し
て
い
る
が
、
そ

の
内
、
か
な
り
の
条
目
が
独
創
性
を
備
え
、
一
部
条
目
は
従
来
踏
襲
さ
れ
て
き
た

誤
り
を
正
し
て
い
る
。
ま
た
、
文
字
及
び
語
源
に
関
す
る
条
目
で
は
、
直
接
外
国

語
を
引
用
し
て
お
り
、
こ
れ
も
従
来
他
の
版
本
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ

る
。
以
下
、
数
例
を
挙
げ
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

巻
一
「
河
水
注
」
注
釈
四
〇

h

新
頭
河
、

S
i
n
d
h
u
、
也
有
音
訳
為
信
度
、
新
陶
、
辛
頭
等
的
、
指
今
天
的

印
度
河
。

．．．．．． 
“
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〔
『
水
経
注
（
抄
）
』
原
文
〕
新
頭
河
、

S
i
n
d
h
u
、
信
度
、
新
陶
、
辛
頭
と

も
音
写
す
る
。
今
の
イ
ン
ダ
ス

I
n
d
u
s
河
の
こ
と
。

こ
の
項
の
注
釈
は
簡
単
で
あ
る
が
、
「
河
水
注
」
に
し
ば
し
ば
出
て
来
る
新
頭

河
、
新
陶
水
等
の
地
名
が
、
実
は
、
梵
語
の

S
i
n
d
h
u
の
違
っ
た
音
訳
、
即
ち
今

日
の
イ
ン
ダ
ス
河
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
指
摘
し
て
い
る
。

巻
一
「
河
水
注
」
注
釈
九
三

/
条
三
弥
、
戴
震
与
楊
守
敬
校
本
均
以
、
三
、
為
王
、
、
当
系
錯
誤
。
条
三
弥

是
私
阿
条
国
的
大
富
豪
之
名
。
見
八
北
堂
書
紗
>
巻
一
三
二
和
八
太
平
御

覧
＞
巻
七

0
一
所
引
的
支
僧
載
＾
外
国
事
＞
。
“

〔
原
文
〕
条
三
弥
、
戴
艇
、
楊
守
敬
の
校
定
で
は
共
に
三
を
王
と
す
る
が
誤

り
で
あ
る
。
条
三
弥
は
私
阿
条
国
の
大
富
豪
の
名
。
『
北
堂
書
紗
』
巻
一
三

二
、
『
太
平
御
覧
』
巻
七

0
一
に
引
く
支
僧
載
の
『
外
国
事
』
に
見
え
る
。

こ
の
項
の
注
釈
は
、
「
条
三
弥
」
の
説
明
以
外
に
、
さ
ら
に
殿
本
と
注
疏
本
が

条
三
弥
を
条
王
弥
と
書
い
て
い
る
誤
り
を
正
し
て
い
る
。
『
水
経
注
（
抄
）
』
の

注
釈
は
、
明
ら
か
に
正
確
な
も
の
で
あ
る
。
殿
本
と
注
疏
本
の
原
文
に
言
う
。

彼
日
浮
図
尽
壊
、
条
王
弥
更
修
治
一
浮
図
、
私
阿
条
王
送
物
助
成
、
今
有

十
二
道
人
住
其
中
。

と
。
し
か
し
、
『
御
覧
』
巻
七

0
1
、
服
用
部
三
、
承
塵
の
条
に
支
僧
載
「
外
国

事
」
を
引
用
し
て
言
う
。

斯
阿
条
国
有
大
富
長
者
條
一
＿
一
弥
、
輿
佛
作
金
薄
承
塵
、
一
佛
作
両
重
承
塵
゜

と
。
『
御
覧
』
所
引
の
「
外
国
事
」
か
ら
分
か
る
こ
と
は
、
条
三
弥
が
絶
対
に
私

（
『
御
覧
』
は
「
斯
」
に
作
る
）
阿
条
王
で
は
な
く
、
殿
本
等
が
条
三
弥
を
条
王

弥
と
間
違
え
た
理
由
は
、
つ
ま
り
、
両
者
の
関
係
を
混
同
し
た
こ
と
に
よ
る
可
能

性
が
あ
る
。

巻
一
「
河
水
注
」
注
釈
一
四
二

ク
吉
祥
草
、

K
u
s
a
、
按
讀
音
写
作
姑
戸
、
短
戸
、
訳
為
上
茅
、
茄
草
、
是

生
長
在
湿
地
上
的
一
種
茅
草
、
用
作
坐
禅
的
敷
物
。
“

〔
原
文
〕
吉
祥
草
、

K
u
s
a
姑
戸
、
短
戸
と
音
写
し
、
上
茅
、
茄
草
と
訳
さ

れ
る
。
湿
地
に
生
え
る
茅
の
一
種
、
坐
禅
の
敷
物
に
す
る
。

こ
れ
は
、
わ
ず
か
な
知
的
注
釈
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
の
種
の
草
類
の
植
物

学
的
属
性
及
び
そ
の
宗
教
上
の
用
途
を
言
う
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
梵
語
の
語
源

か
ら
も
こ
の
言
葉
を
明
確
に
解
釈
し
て
い
る
。
思
う
に
、
吉
祥
草
は
、
英
語
で
は

K
u
s
a
或
は

K
u
s
h
a
に
作
り
、
イ
ン
ド
語
で
は

K
u
s
a
、
漠
訳
で
は
常
に
姑
戸
、

短
戸
或
は
拘
舎
聖
草
に
作
る
が
、
実
は
す
べ
て
梵
語
の

K
g
a
か
ら
出
た
も
の

で
あ
る
。
植
物
分
類
学
及
び
植
物
地
理
学
の
角
度
か
ら
見
れ
ば
、
注
釈
は
、
な
お

不
足
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
も
の
の
、
お
う
か
た
満
足
し
う
る
も
の
と
言
う
べ

⑧
 

き
で
あ
る
。

そ
の
四
、
『
水
経
注
（
抄
）
』
が
、
成
功
し
た
他
の
点
は
、
各
巻
に
地
図
を
付
し

た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
と
、
拙
著
「
編
纂
水
経
注
新
版
本
槻
議
」
で
提
案
し
た
こ

⑨
 

と
と
は
、
期
せ
ず
し
て
一
致
し
て
い
る
。
異
な
っ
て
い
る
点
は
、
私
が
将
来
『
水

経
注
』
の
新
版
本
に
は
各
河
川
ご
と
に
、
謬
其
瞑
教
授
監
修
の
『
中
国
歴
史
地
図

集
』
に
よ
る
製
図
方
法
で
作
成
し
た
新
式
地
図
を
付
す
べ
き
で
あ
る
と
提
案
し
た

の
に
対
し
、
『
水
経
注
（
抄
）
』
が
付
し
た
地
図
は
、
楊
守
敬
『
水
経
注
図
』
の
中

か
ら
選
ん
に
旧
式
の
方
格
地
図
に
過
ぎ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
『
中
国
歴
史
地
図
集
』

の
要
求
に
基
づ
い
て
一
部
の
水
経
注
図
を
作
製
す
る
こ
と
は
、
決
し
て
容
易
な
事

で
は
な
く
、
暫
時
、
楊
守
敬
図
に
て
代
替
と
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
地
図
を
載

せ
な
い
よ
り
ず
っ
と
ま
し
で
あ
る
。
特
に
本
書
巻
末
の
「
水
経
注
解
説
」
中
に
現

代
の
新
式
地
図
を
利
用
し
た
見
取
り
図
一
葉
が
あ
り
、
本
書
の
各
巻
に
述
べ
ら
れ

て
い
る
空
間
範
囲
を
調
べ
る
際
、
読
者
は
見
取
り
図
の
示
す
範
囲
に
つ
吾
他
の
新

式
地
図
と
対
照
し
て
楊
守
敬
図
の
不
足
を
補
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
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る
。
こ
の
他
、
本
書
に
は
若
干
の
写
真
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
蘭
州
附

近
の
黄
河
の
水
車
、
黄
河
の
水
利
工
事
等
が
あ
り
、
写
真
の
内
容
と
注
釈
文
の
内

容
と
を
ど
の
よ
う
に
マ
ッ
チ
さ
せ
る
か
は
引
き
続
苔
検
討
さ
れ
る
べ
善
問
題
で
あ

る
け
れ
ど
も
、
写
真
は
強
烈
な
印
象
を
視
覚
に
訴
え
る
も
の
で
あ
り
、
奨
励
す
る

に
値
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

そ
の
五
、
『
水
経
注
（
抄
）
』
に
は
、
そ
の
編
集
体
裁
の
面
で
、
な
お
多
く
の
優

れ
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
例
え
ば
、
訳
者
は
、
書
中
す
べ
て
の
中
国
王
朝
の
年
代
に

括
弧
を
付
け
て
西
暦
年
代
を
あ
げ
て
い
る
。
『
水
経
注
』
に
は
引
用
書
が
非
常
に

多
く
、
訳
者
は
、
調
べ
る
す
べ
の
無
い
散
侠
書
を
の
ぞ
き
各
書
名
の
下
に
、
括
弧

を
付
け
て
引
用
文
の
も
と
づ
く
篇
名
、
巻
数
を
注
記
し
て
い
る
。
多
く
の
地
名
、

専
門
用
語
や
、
常
用
さ
れ
ず
理
解
し
に
く
い
語
彙
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
仮
名
を

振
り
、
日
本
の
読
者
が
閲
読
す
る
の
に
便
利
な
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
他
、

古
漢
語
は
、
文
法
構
造
上
、
現
代
の
日
本
語
と
大
い
に
異
な
っ
て
い
る
の
で
、
一

般
の
日
本
の
読
者
の
閲
読
を
容
易
に
す
る
た
め
翻
訳
者
は
、
一
部
理
解
し
に
く
い

語
句
に
若
干
の
宇
句
を
付
け
足
し
て
い
る
。
但
し
、
書
き
加
え
た
字
句
は
す
べ
て

括
弧
で
明
ら
か
に
し
、
原
文
で
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
巻
三
の

「
河
水
注
」
に
、

＂
服
虔
日
新
秦
、
地
名
、
在
北
方
千
里
、
如
淳
日
、
（
新
秦
之
地
在
）
長
安

以
北
、
朔
方
以
南
也
。
ヽ

〔
原
文
〕
服
虔
は
、
「
新
秦
と
は
地
名
で
あ
る
。
北
に
あ
っ
て
、
方
千
里
」

如
淳
は
、
「
（
新
秦
の
地
は
）
長
安
以
北
、
朔
方
以
南
で
あ
る
」
…
…

と
、
そ
れ
ぞ
れ
説
明
し
て
い
る
。

又
、
巻
十
六
の
「
穀
水
注
」
に
、

“
其
一
水
自
大
夏
門
東
径
宣
武
錮
、
（
其
観
）
憑
城
結
構
、
不
更
増
堀
。
“

〔
原
文
〕
そ
の
（
穀
水
の
）
一
水
は
、
大
夏
門
か
ら
東
に
向
か
い
宣
武
錮
を

す
ぎ
る
。

い
な
い
。

以
上
、
「
河
水
注
」
の
「
新
秦
之
地
在
」
と
「
穀
水
注
」
の
「
其
観
」
等
の
字

句
は
、
み
な
翻
訳
者
が
訳
文
を
補
足
す
る
た
め
に
加
え
た
も
の
で
、
読
者
の
便
宜

を
図
る
た
め
、
翻
訳
者
が
多
大
の
精
力
を
費
や
し
た
こ
と
が
よ
く
分
か
る
の
で
あ

る。
以
上
、
『
水
経
注
（
抄
）
』
の
成
功
し
た
多
く
の
点
を
述
べ
た
が
、
同
じ
水
経
注

研
究
者
の
一
人
と
し
て
、
本
書
に
あ
る
若
千
の
瑕
も
ま
た
見
逃
す
訳
に
は
い
か

ず
、
私
見
を
略
述
し
、
あ
わ
せ
て
中
日
両
国
の
水
経
注
研
究
者
に
教
え
を
乞
う
次

第
で
あ
る
。

第
一
に
、
私
は
、
『
東
洋
学
文
献
類
目
』
中
に
本
書
が
著
録
さ
れ
て
い
る
の
を

見
た
時
か
ら
、
本
書
に
対
し
て
満
腔
の
期
待
を
懐
い
て
い
た
。
し
か
し
藤
善
教
授

か
ら
本
書
が
寄
贈
さ
れ
、
順
次
読
み
進
む
に
つ
れ
て
、
も
の
足
り
な
さ
を
感
じ
た

の
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
本
書
は
鄭
注
四
十
巻
の
全
訳
で
は
な
く
、
森
鹿
三
氏

が
巻
末
の
「
解
説
」
に
言
う
よ
う
に
、
そ
の
篇
幅
は
鄭
注
の
四
分
の
一
に
過
ぎ
な

い
か
ら
で
あ
る
。
無
論
、
抄
訳
十
巻
は
す
べ
て
鄭
注
の
精
華
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、

中
国
は
領
域
広
大
で
あ
り
、
南
北
の
河
川
に
は
そ
れ
ぞ
れ
特
色
が
あ
る
。
こ
こ
に

抄
訳
さ
れ
た
各
篇
は
、
そ
の
地
域
上
か
ら
す
れ
ば
わ
ず
か
に
華
北
の
一
隅
に
集
中

し
、
水
系
上
で
も
黄
河
と
そ
の
支
流
に
及
ん
で
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
従
っ
て
、
本

書
は
日
本
の
読
者
に
入
門
手
引
き
と
し
て
鄭
注
の
一
班
を
窺
わ
せ
る
こ
と
は
で
き

て
も
、
読
者
に
深
奥
を
振
め
、
鄭
注
の
全
貌
を
分
か
ら
せ
る
よ
う
に
導
い
て
い
く

こ
と
は
で
き
な
い
。
だ
か
ら
私
は
、
日
本
の
水
経
注
研
究
者
が
、
な
お
一
層
努
力

し
て
、
残
り
の
三
十
巻
を
完
訳
し
そ
の
業
を
終
え
、
こ
の
不
朽
の
歴
史
的
名
著
に

完
全
な
日
本
語
訳
が
出
来
る
よ
う
、
心
か
ら
希
望
し
て
や
ま
な
い
。
日
本
の
水
経

注
研
究
者
の
深
い
造
詣
と
、
『
水
経
注
（
抄
）
』
が
既
に
収
め
た
卓
越
せ
る
成
果
に

（
そ
の
観
は
）
城
に
よ
っ
て
構
を
結
び
、
余
分
に
塘
を
増
築
し
て
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か
ん
が
み
れ
ば
、
日
本
に
お
け
る
鄭
注
全
訳
本
の
完
成
は
充
分
期
待
で
き
る
の
で

あ
る
。第

二
に
、
先
ほ
ど
指
摘
し
て
お
い
た
よ
う
に
、
『
水
経
注
（
抄
）
』
は
注
釈
上

喜
ば
し
い
成
果
を
収
め
て
い
る
。
し
か
し
、
私
は
そ
れ
で
も
な
お
こ
の
方
面
で
、

さ
ら
に
一
歩
を
進
め
た
完
全
無
欠
さ
を
求
め
た
い
の
で
あ
る
。
何
故
な
ら
、
私
が

つ
と
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
「
『
水
経
注
』
は
、
地
理
的
著
作
と
し
て
、
そ
の
実

際
の
主
た
る
価
値
は
当
然
、
地
理
学
の
方
面
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
あ
ま
た
の
学

科
が
す
べ
て
『
水
経
注
』
か
ら
養
分
を
吸
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
は
い
え
、
結

局
は
、
地
理
学
の
角
度
か
ら
、
こ
の
名
著
に
対
す
る
全
面
的
、
系
統
的
研
究
を
行

⑩
 

う
こ
と
が
、
第
一
義
に
置
か
れ
る
ぺ
き
で
あ
る
」
、
従
っ
て
、
『
水
経
注
』
に
対

す
る
完
全
な
注
釈
と
し
て
は
、
も
ち
ろ
ん
、
歴
史
学
及
び
言
語
学
な
ど
の
方
面
の

内
容
を
排
除
す
べ
き
で
は
な
く
、
ま
た
、
自
然
地
理
学
及
び
人
文
地
理
学
に
関
係

す
る
内
容
も
削
減
す
べ
き
で
は
な
い
。
だ
が
、
後
者
に
つ
い
て
い
え
ば
『
水
経
注

（
抄
）
』
は
な
お
充
実
す
べ
き
余
地
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
『
水
経

注
』
は
、
河
川
の
水
源
、
流
路
行
程
の
記
載
に
大
量
の
地
勢
学
的
描
写
記
述
が
あ

る
。
「
渭
水
注
」
の
三
巻
を
例
に
取
る
と
、
注
釈
文
に
記
載
さ
れ
て
い
る
黄
土
高

原
の
特
殊
な
地
勢
類
型
、
即
ち
「
原
」
と
い
う
の
は
、
積
石
原
、
周
原
等
の
よ
う

に
十
六
ケ
所
の
多
き
に
及
ぶ
が
、
こ
の
種
の
黄
土
高
原
特
有
の
地
勢
類
型
、
そ
の

成
因
、
構
造
及
び
外
観
は
、
日
本
の
読
者
が
理
解
し
に
く
い
ば
か
り
で
な
く
、
中

国
人
の
読
者
で
も
現
地
を
訪
ず
れ
た
こ
と
の
な
い
者
に
と
っ
て
想
像
す
る
こ
と
は

と
て
も
難
し
い
。
こ
の
「
原
」
に
対
し
て
注
釈
を
加
え
る
こ
と
が
極
め
て
必
要
で

あ
る
の
は
明
白
で
あ
る
。
水
文
地
理
の
面
で
も
ま
た
、
然
り
で
あ
る
。
巻
一
「
河

水
注
」
に
「
河
水
濁
、
清
澄
一
石
水
、
六
斗
泥
」
と
い
う
記
載
が
あ
る
が
、
こ
れ

は
何
と
重
要
な
古
代
黄
河
の
水
文
地
理
記
載
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
も
注
釈
を
加
え

て
現
代
黄
河
の
含
砂
量
と
対
比
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
必
ず
や
重
要
な
意
義
を

持
つ
こ
と
に
な
ろ
う
。
植
物
地
理
や
動
物
地
理
の
方
面
で
も
同
様
で
あ
っ
て
、

「
河
水
注
」
を
例
に
と
れ
ば
、
娑
羅
樹

(
S
h
o
r
e
a
robusta)
、
菩
提
樹

(Fie

u
s
 religiosa)
、
胡
桐

0
0
p
u
l
u
s
euphuratica)
、
檀
柳

(
T
a
m
a
r
i
x
ju 

niperina)
等
の
よ
う
な
植
物
に
つ
い
て
、
も
し
、
漢
名
、
学
名
を
並
記
す
る
方

法
で
、
注
釈
中
に
学
名
を
書
き
、
そ
の
性
状
ま
で
記
述
で
き
た
な
ら
ば
、
読
者
に

対
し
て
き
っ
と
禅
益
す
る
と
こ
ろ
大
な
る
も
の
が
あ
ろ
う
。
巻
十
五
「
伊
水
注
」

に
記
載
さ
れ
て
い
る
鯨
魚
は
、
本
書
に
注
釈
（
注
釈
二
十
一
）
さ
れ
て
い
る
が
、

内
容
は
注
箋
本
、
七
校
本
、
殿
本
等
の
文
字
校
勘
に
限
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

だ
が
、
「
伊
水
注
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
鯨
魚
と
は
、
明
ら
か
に
今
日
言
う
と
こ

ろ
の
大
鯨

(
M
e
g
a
l
o
b
a
t
r
a
c
h
u
s
d
a
v
i
d
i
a
n
u
s
)
 
C

山
椒
魚
〕
で
あ
り
、
両
棲

類
大
鯨
科
の
動
物
で
あ
る
。

日
本
の
学
者
は
、
本
書
に
注
釈
を
付
け
る
時
、
大
量
の
中
国
古
書
を
引
用
し
て

い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
大
い
に
必
要
な
こ
と
で
あ
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
古

書
に
あ
る
多
く
の
資
料
や
論
議
は
、
研
鑽
錬
磨
を
経
た
の
ち
鄭
注
の
注
釈
と
し
た

も
の
で
あ
り
、
確
か
に
半
分
の
努
力
で
倍
の
効
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
し

か
し
、
古
書
中
の
一
部
資
料
は
、
既
に
過
去
の
も
の
と
な
っ
て
、
現
状
と
合
わ
ず
、

し
か
も
そ
の
中
の
あ
る
も
の
は
、
も
は
や
現
代
科
学
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
注
目
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
資
料
は
、
当
然
、
慎
重
に
扱
わ
ね

ば
な
ら
な
い
。
遺
憾
な
が
ら
、
こ
う
し
た
例
が
、
や
は
り
本
書
の
注
釈
中
に
も
散

見
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
巻
二
「
河
水
注
」
に
あ
る
「
沢
は
楼
蘭
国
の
北
に
あ
る
」

と
い
う
一
文
の
注
釈
（
注
釈
七
十
三
）
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

“
此
澤
即
以
所
謂
｀
滸
蕩
湖
、
聞
名
的
羅
布
浦
が
、
也
有
写
成
塩
澤
、
蒲
昌
海
、

牢
蘭
海
、
拗
澤
、
輔
日
海
等
的
。
因
其
系
内
陸
湖
、
故
湖
水
潜
入
地
下
、
直

達
積
石
山
即
阿
尼
璃
卿
山
、
即
認
為
是
黄
河
之
源
。
ヽ

〔
原
文
〕
こ
の
沢
が
い
わ
ゆ
る
「
さ
ま
よ
え
る
湖
」
で
有
名
な
ロ
プ
・
ノ
ー
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ル

L
o
b
n
o
r
羅
右
遥
仔
な
で
あ
る
。
塩
沢
、
蒲
昌
海
、
牢
蘭
海
、
渤
沢
、
輔

日
海
と
も
書
か
れ
る
。
内
陸
湖
で
あ
る
た
め
、
湖
水
が
地
中
を
く
ぐ
っ
て
積

石
山
ア
ム
ネ
マ
チ
ン
ビ
n
n
e
m
a
c
h
i
n
山
に
達
し
、
黄
河
の
源
流
と
な

る
と
い
う
よ
う
に
考
え
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
注
釈
は
、
実
は
、
中
国
歴
史
の
中
で
誤
り
が
次
々
と
伝
え
ら
れ
て
き
た
黄

河
重
源
説
を
繰
り
返
し
た
も
の
で
あ
る
。
黄
河
重
源
の
説
は
、
現
代
の
自
然
地
理

学
か
ら
見
て
全
く
荒
唐
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
古
書
の
中
で
も
杜
佑
『
通
郵
』
、

⑪

⑩

 

欧
陽
志
『
輿
地
広
記
』
、
万
斯
同
『
水
経
積
石
辮
』
等
の
如
き
は
、
早
く
か
ら
そ
の

無
稽
を
指
摘
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
種
の
注
釈
の
よ
う
に
、

古
書
を
引
用
し
て
古
人
の
誤
り
を
す
べ
て
露
呈
す
る
こ
と
よ
り
も
む
し
ろ
重
要
な

こ
と
は
、
現
代
科
学
の
観
点
か
ら
古
人
の
誤
り
を
指
摘
す
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。

第
三
に
、
拙
著
「
論
水
経
注
的
侠
文
」
の
文
中
で
、
私
は
次
の
よ
う
に
指
摘
し

た
。
「
今
日
、
通
行
の
『
水
経
注
』
は
、
い
か
な
る
版
本
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な

お
多
く
の
欠
落
が
あ
る
。
従
っ
て
、
厳
格
に
言
う
な
ら
ば
、
本
書
も
や
は
り
、
残

⑭
 

本
の
一
種
で
あ
る
」
と
。
こ
の
た
め
、
鄭
注
新
版
本
を
編
纂
す
る
際
に
は
、
そ
れ

ら
確
証
の
あ
る
侠
文
に
対
し
て
は
実
際
に
補
足
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
少
な
く

と
も
、
注
釈
の
中
で
、
説
明
し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。
『
水
経
注
（
抄
）
』
の
訳
す

る
と
こ
ろ
の
十
巻
に
よ
る
と
、
そ
の
侠
文
に
し
て
、
殿
本
以
外
の
各
本
及
び
『
初

学
記
』
、
『
御
覧
』
、
『
衰
宇
記
』
、
『
名
勝
志
』
等
の
古
書
中
に
散
見
す
る
も

の
は
、
四
十
条
を
下
ら
ず
、
そ
の
中
、
信
憑
性
の
高
い
も
の
は
、
拙
著
『
論
水
経

注
的
侠
文
』
に
、
一
、
二
の
両
項
に
分
け
て
列
記
し
て
お
い
た
。
し
か
し
、
『
水

経
注
（
抄
）
』
の
中
で
は
、
巻
三
「
河
水
」
の
経
文
「
又
北
過
ー
ー
北
地
富
平
縣
西
―
」
、

注
「
河
水
又
巡
＝
典
農
城
東
―
」
の
字
句
に
、
七
校
本
及
び
注
釈
本
に
よ
っ
て
「
宏

静
鎮
」
の
三
字
が
加
筆
さ
れ
て
あ
る
の
を
除
き
、
そ
の
他
の
侠
文
は
、
お
お
む
ね
、

適
切
に
処
理
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
妥
当
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

以
上
が
、
『
水
経
注
（
抄
）
』
に
対
す
る
、
い
さ
さ
か
の
卑
見
で
あ
る
。
本
書
は
、

上
述
し
た
と
お
り
、
い
く
ぶ
ん
満
足
で
き
な
い
所
は
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
欠
点
は
、

す
ぺ
て
優
れ
た
成
果
を
な
し
く
ず
し
に
す
る
も
の
で
は
な
い
。
『
水
経
注
（
抄
）
』

は
、
鄭
注
最
初
の
外
国
語
翻
訳
書
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
同
時
に
ま
た
、
現
存

す
る
す
ぺ
て
の
鄭
注
版
本
の
中
で
最
も
新
し
い
版
本
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
版
本

に
対
し
て
、
わ
れ
わ
れ
が
や
や
過
分
な
要
求
を
す
る
の
も
、
情
と
し
て
や
む
を
得

ぬ
こ
と
で
あ
る
。
私
の
こ
の
心
情
は
、
必
ず
や
日
本
の
学
者
の
理
解
を
得
ら
れ
る

も
の
で
あ
ろ
う
。
中
日
両
国
の
鄭
道
元
研
究
者
が
手
を
と
り
あ
っ
て
努
力
し
、

『
水
経
注
』
研
究
の
水
準
を
よ
り
高
め
た
い
も
の
で
あ
る
。

註
鵞
「
論
水
経
注
的
版
本
」
、
『
中
華
文
史
論
叢
』
一
九
七
九
年
第
三
集
に
掲
載
。

④
各
家
の
う
ち
、
た
だ
苓
仲
勉
だ
け
単
独
の
『
水
経
注
』
校
本
が
無
く
、
本
氏
が
撰
し
た
『
水

経
注
巻
一
箋
校
』
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
も
と
、
一
九
三
三
年
『
聖
心
』
第
二
期
掲
載
。

さ
ら
に
、
一
九
六
二
年
、
中
華
書
局
『
中
外
史
地
考
証
』
上
冊
に
所
収
。

⑥
同
論
文
に
列
記
し
た
以
外
に
、
一
九
七
九
年
秋
、
天
津
市
人
民
図
書
館
館
長
黄
鉦
生
氏
の

快
諾
を
得
、
同
館
が
苦
労
し
て
大
切
に
保
管
し
て
き
た
小
山
堂
紗
本
全
祖
望
の
『
五
校
水

経
注
』
を
閲
読
し
た
。

⑧
昭
和
十
八
年
、
日
本
、
京
都
、
東
方
文
化
研
究
所
編
。

⑦
巻
四
河
水
篇
の
経
文
「
又
南
過
二
河
東
北
屈
縣
西
ー
」
の
注
に
「
河
水
又
南
得
＝
鯉
魚

l

」
と

あ
り
、
大
典
本
、
黄
省
曽
本
、
注
箋
本
、
諏
元
春
本
、
何
綽
校
明
紗
本
、
王
国
維
校
明
紗

本
、
沈
灼
巽
本
、
張
匡
学
本
、
沈
欽
韓
稿
本
等
は
、
な
ぺ
て
殿
本
と
同
じ
で
あ
る
。
但
、

殿
本
は
文
の
後
に
、
「
又
有
＝
脱
文
―
、
応
レ
作
＝
鯉
魚
澗
ー
」
と
い
う
按
語
を
付
す
。
注
疏

本
は
鯉
魚
澗
に
作
る
。
孫
潜
校
本
と
小
山
堂
五
校
紗
本
は
鯉
魚
水
に
作
る
。
趙
一
清
『
水

経
注
箋
刊
誤
』
巻
一
に
は
「
鯉
魚
下
落

1
1

水
字
＿
」
と
あ
る
。
今
、
『
水
経
注
（
抄
）
』
は
、

鯉
魚
澗
に
作
る
。
但
、
「
鯉
魚
」
の
下
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
「
澗
」
か
「
水
」
〔
の
字
〕

で
あ
る
が
、
確
定
す
る
方
法
も
な
く
、
共
に
証
明
の
助
け
と
な
る
も
の
が
な
い
。
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⑧
吉
祥
草

(
R
e
i
n
e
c
k
e
a
carnea)
百
合
科
多
年
生
常
緑
草
本
、
梵
語
で
曲
州

T
(
K
-

ulla) 
h!
作
る
。

⑨
「
編
纂
水
経
注
新
版
本
餌
議
」
、
（
近
く
発
行
の
）
福
建
人
民
出
版
社
『
古
籍
論
叢
』

G
社

会
科
学
戦
線
叢
書
D
に
掲
載
。

⑩
「
水
経
注
的
地
理
学
資
料
与
地
理
学
方
法
」
、
『
杭
州
大
学
学
報
』
（
自
然
科
学
版
）
一
九

六
四
年
第
二
巻
第
二
期
に
掲
載
。

⑪
面
寄
0
『
通
典
』
巻
ー
百
七
十
四
、
古
宛
州
下
西
平
郡
「
水
鰹
所
云
、
河
出
嵐
脩
山
者
、
宜

出
於
萬
本
紀
山
海
鰹
、
所
云
南
入
蔦
嶺
及
出
千
闘
南
山
者
、
出
於
漢
書
西
域
停
、
而
鄭
道

元
都
不
詳
正
、
・
・
・
・
・
・
漢
書
西
域
偲
云
、
河
水
一
源
出
葱
嶺
、
一
源
出
千
闘
、
合
流
東
注
蒲

昌
海
、
皆
以
潜
流
地
下
、
南
出
積
石
為
中
國
河
云
、
比
萬
紀
山
鰹
、
獅
校
附
近
、
終
是
批

謳
。
」
。

⑲
〔
原
文
〕
「
河
水
出
嵐
播
自
古
言
者
皆
失
其
賓
。

．．．．．． 
癖
使
大
夏
、
見
葱
嶺
千
閻
二
河
合
流
、

注
蒲
昌
海
。
其
水
亭
居
皆
以
為
潜
行
地
中
南
出
千
穣
石
、
為
中
國
河
。
此
乃
意
度
之
、
非

賓
見
蒲
昌
海
興
積
石
河
通
流
也
。
」
。

⑲
A
水
経
積
石
孵
>
(D'
群
書
疑
辮
』
巻
十
所
載
）
「
況
東
方
之
積
石
、
乃
雨
山
灰
峙
、
河
流

其
間
非
冒
也
。

．．．
 
鄭
道
元
之
注
最
善
、
千
此
亦
不
能
孵
、
執
謂
此
書
為
不
刊
之
定
論
哉
。
」

⑭
「
論
水
経
注
的
侠
文
」
、
『
杭
州
大
学
学
報
』
（
自
然
科
学
版
）
一
九
七
八
年
第
三
期
に
掲

載。
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